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令和４年度の始まりに寄せて
校長 谷 尊 仁

保護者等ならび地域の皆様、令和４年４月１日に北海道美瑛高等学校長と

して着任いたしました谷 尊仁 と申します。年度の始まりにあたり一言ご

挨拶を申し上げます。

今年度は２９名の新入生を迎えました。現在、２年生２７名、３年生３０

名とあわせて全校生徒８６名となります。年々生徒数が減少して、今年度か

らは各学年１クラスになってしまったのは、少し寂しさを感じます。それで

も一人ひとりの生徒を大切にし、在校中にあらゆる力を身に付けさせて送り

出したいと教職員一同、使命と責任を持って取り組んでいく所存であります。

４月８日の始業式で初めて生徒と対面し、私自身も緊張感と期待感の入り

混じった、何とも言えない気持ちの中で次の三点の話をしました。

１つ目は「習慣づくり」

時間を守ったり、挨拶をしたりなど、基本的な生活の習慣をしっか

り身につけること。

授業に集中したり、家庭学習を行ったりなど、学習の習慣を定着さ

せること、これらが社会生活に重要です。

習慣というものは、身に付くと苦にならないものです。高校時代に、

よりよい習慣をたくさん身に付けるよう努力してください。

２つ目は「友人づくり」

職業に就いてからの友人はどうしても利害がからみますが、高校時

代にできた友達は、利害関係のない友人として一生涯付き合うことが

できます。

３年間で、クラスや他学年の生徒など、積極的に働きかけて、多く

の友人をつくってください。このことが、コミュニケーション能力の

向上にもつながっていきます。

今後の主な予定
５月２日（月）壮行会、生徒総会

11日（木）スクールカウンセラー来校

17日（火）ＡＬＴ来校

27日（金）英語検定（１次）

※５月中旬以降、高体連支部予選が始まります。

３つ目は「思い出づくり」

「人は、楽しい思い出が多いほど幸せだ」と言われます。楽しさ

というのは、いったい何でしょう。日常的な楽しさ、これももちろ

ん必要です。しかし、真の意味での楽しさとは、何かを成し遂げた

ときの成就感ではないでしょうか。皆さんには、ぜひ、この成就感

を味わって欲しいと思います。

どんなことでも構いません、自分が一生懸命取り組めるものを見

付け、目標を立てて、それに真剣に取り組んでみてください。そう

すると、結果がどうあれ、何か貴重なものを得るはずです。そんな

中で、よりよい思い出を残していただきたいと思います。

今年度も当初から「新型コロナウイルス」感染拡大の影響が懸念されて

おります。このような状況の中でいろいろな制約がありますが、「やれる

ことを最大限にやる」気概でございます。

学校だけでは、生徒の成長を支えるには限界があります。保護者等の皆

様、地域の皆様のお力添えが必要となります。家庭・地域・学校が三位一

体となって、生徒の夢の実現を可能にしていきたと思っております。今後

ともよろしくお願いいたします。
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谷 尊 仁 校長

前任：北海道日高高等学校

令和４年４月１日の人事異動により北海道美瑛高等学校長として着任した、

谷 尊仁 と申します。未来に大きく羽ばたく人間の育成を目指して、生徒・

保護者等・地域と学校が協力し合いながら、本校の教育活動が少しでも円滑に

行えるように努力して参ります。

初めまして！

転入された２名の教職員です。

柴 田 健 人 先生

数学を担当いたします、柴田健人（しばた けんと）です。札幌の隣、

江別市から来ました。教師１年目で本当に不安だらけです。ただ、美瑛町

には３回来たことがあり思い出深いので、美瑛に住んで働けることがとて

も楽しみです！これからよろしくお願いいたします。

令和３年度進路決定状況

※令和３年度卒業生 ４３名

※進路決定室９５．３％

進学合格率１００％、就職内定率８６．７％ 上記方針のもと、教育活動を推進していきます。


